
「ここから裁判」資料集の内容 
 
 
＜資料集（１）＞・・・２００５年７月発行 
１，原告の思い 
２，ここから裁判訴状要旨 
３，警告書 Q&A 
４，東京弁護士会「警告書」（全文） 

 
＜資料集（２）＞・・・２００６年７月発行 
１，原告第１準備書面 
○ 何が壊されたのか～侵害の客体 
○ どのように壊したのか～共同不法行為論 
○ 事件後の七生～壊されてしまった「こころとからだの学習」 
○ 誰が壊されたのか～個別の原告の損害について 
○ 被告都教委の主張への反論 
 
２，証拠説明書 
 
３，原告第２準備書面 
○ 総論 
○ 共同不法行為による学習権・教育の自由侵害、教育に対する不当な支配 
○ 名誉毀損 
○ 産経新聞の事実経過表 
 
４，原告第３準備書面（産経の求釈明に対する回答） 
 
５，求釈明の申立書 

 
＜資料集（３）＞・・・２００６年１０月発行 
１，原告第４準備書面 
 ○基本的な視点～子どもの学習権と教育の自由、教育権の独立  憲法・教基法 
 ○教基法１０条１項違反を中心とした七生の教育実践に対する共同不法行為 
                             ～時系列を追って 
○ 被告らの主たる違法な侵害行為 
○ 被告の主張に対する認否及び反論 

 
２，原告第５準備書面 
○ 総論～教育の本質と侵害利益・権利の全体構造 
○ 確類型の原告における侵害利益・権利 
○ 被告らの行為の違法性損害などについての補充 
・教委の不当介入排除義務 
・厳重注意処分の違法性と損害 
・大量移動処分 
・２００３年７月２３日の展示会 
・２００３年１２月１５日の集会 
・被告産経に対する主張の整理 



＜資料集（４）＞・・・２００８年５月１０発行 
○ 専門家の意見書 
１．市川須美子さん（教育法学） 
２．浅井春夫さん（性教育） 
３．木全和巳さん（障害児性教育） 
４．西澤哲さん（臨床心理士） 
５．堀口貞夫さん（産婦人科医師） 

 
＜資料集（５）＞・・・２００８年７月１０発行 
○ 最終準備書面 
はじめに －本件侵害行為の特徴 
１．七生養護学校における「こころとからだの学習」－何が破壊されたのか 
２．「こころとからだの学習」の破壊とその背景－どう破壊されたのか 
３．被告らの行為の違法性 
４．被告の主張に対する反論 
５．損害の回復と因果関係 


